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論　　文　　の　　要　　旨

　本研究は，疾病の地域的差異を観察することによって地域的な現象である疾病と地理的諸要素と

の関係を把握し，その構造を明らかにすることを目的とする。

　ある地域において発生する疾病が地域のさまざまな要素と関係し合っている構造は，病原複合体

として表現される。この構造を把握するためには，自然および社会，経済，文化など地域を構成す

る諸要素をできる限り考慮することが不可欠である。ところが，疾病の地理学的分析に利用可能な

データは著しく限定されており，議論すべきテーマに応じたデータの選択がしばしば困難となる。

地域住民の健康状態を示すデータを整理すると，これは罹患データと死亡データに大別される。住

民の健康状態そのものを示す罹患データの分析が望ましいが，ほとんど入手が不可能であるため，

健康状態を問接的に表現する死亡データがこれに代わって用いられる。

　本研究では，入手可能な疾病データを用いて疾病の地域的差異を検討するために，ユ）住民の罹

患状態を示す罹患データである徴兵検査結果データ，2）複数の疾病に関する死亡データ，3）特

定の疾病（脳卒申）に関する死亡データが利用された。以上の方法に基づいた分析の主要な結果は，

次の通りである。

　1）罹患データを用いた疾病の地域的差異の分析では，北イタリアの南チロール，トレンチーノ

地方においてユ910年に実施された徴兵検査結果の個票をデータとして用い，明瞭に性格が異なるこ

の二つの地域の問では，地域住民の健康状態にも違いが認められるであろうとの仮説に基づき，徴
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兵検査における不適格理由としての疾病が両地域間で比較対照された。その結果，この二つの地域

の間では，住民の健康状態にも違いのあることが明らかになった。たとえば，徴兵検査の結果であ

る合否の割合を見ると，南チロールに比べて，トレンチーノでは不合格者の割合が高い傾向にある。

また，疾病の種類にも地域的な違いが認められた。とりわけトレンチーノの農村，山地地域には皮

膚病と甲状腺の疾病が卓越して見られた。そこで，この二つの疾病に着目したトレンチーノにおけ

る疾病の地域的連関が検討された。これらの疾病とそれを取り巻く地域的諾要素，すなわち自然的，

社会経済的および文化的諸要素との複雑な連関関係は，「地域構造図」を用いることによって，質的

にではあるが把握された。

　2）死亡データを用いた複数の疾病の地域的差異の分析では，わが国における胃腸病，結核，脳

卒中およびガンによる死亡者数を対象とし，死因構成が著しく異なる二つの時期を選定し，疾病死

亡の地域的差異が両時期にわたっていかに変化したかが考察された。その際，都道府県ごとに複数

の疾病の組合せのタイプとその地域的パターンが明示された。そして，疾病と地域の社会経済的特

性との対応関係を明らかにするために，疾病の種類と職業集団との関連性が検討された。その結果，

社会経済的な変化とともに，都市および農村という地域の特性の違いが，発生する疾病のタイプに

反映されることが示唆された。すなわち，第二次世界大戦前と戦後の経済の高度成長期以降という

二つの時期を比較すると，都市的地域に目立つ疾病（結核）と農村的地域に目立つ疾病（胃腸炎，

脳卒中）とが存在し，この地域的差異には目立った時間的変化が認められなかった。このことから，

類似の疾病のタイプをもつ地域に共通の地域の性格の存在を予想される。

　3）死亡データを用いた特定の疾病の地域的差異の分析では，わが国における死因の多くを占め

る脳卒中死亡の地域的パターンとその地域的要因が，日本全国と山形県という異なる地理的スケー

ルにおいて検討された。

　まず，日本全国における脳卒中死亡の地域的パターンの特徴は，傾向面分析によって抽出された。

その結果，傾向面が示す「東高西低」という，わが国における脳卒申死亡の全域的傾向と，傾向面

によっては説明されない残差としての局地的な地域的差異が指摘された。これは，疾病死亡の地域

差が全域的。直接的な要因のみならず，局地的・間接的要因によっても規定されることを示唆する

ものである。回帰分析により，日本全国というマクロなスケールでの脳卒申死亡の地域的差異は，

冬期の平均気温という全域的・直接的要因によっておおよそ説明された。

　次に，脳卒申死亡の地域的差異をより詳細に検討するために，山形県における脳卒中死亡の地域

差が分析された。その結果，脳卒中死亡の地域的差異を説明する要因として，全域的・直接的要因

である冬期の気温の他に，局地的・間接的要因としての社会経済的諸要素が抽出された。脳卒中が

多発する地域には，これら社会経済的要素が相互に関係し合った構造が存在すると仮定される。そ

こで，これら社会経済的要素をさらに組み合わせることによって，類型地域が画定された。すなわち，

水稲栽培を主体とする農林業が基幹産業をなし，冬期に出稼ぎに出る農家が多く，医療サービスな

どの都市的生活環境が十分に整備されていないような地域が，脳卒中死亡の多発する地域として特

徴づけられた。この分析において，疾病と地理的諸要素との関係が客観的に提えられた。
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審　　査　　の　　要　　旨

　疾病は従来，医学の研究対象とされてきたが，地理学的現象でもあることが古くから指摘されて

おり，その分析の必要性が指摘されてきた。しかし，利用可能なデータの制約，医学的知識の不足

などからかかる研究はほとんどなされてこなかった。加賀美氏の課題は，こうした研究蓄積の少な

い分野において，疾病現象をいかに地理学的研究に利用できるかを提示することにあった。地理学

研究における地域性，地域構造の把握という課題に対して，病原複合体の概念を発展させ，疾病を

地理学的現象として位置づけ，地理学的に分析が可能であることを実証した点は高く評価できる。

また，とくに疾病の地域的差異は近年，医学サイドからも注目されており，系統的にこれを把握し

ようとした視点は，医学研究にも十分に寄与するものであろう。本研究は，疾病を自然環境のみな

らず，社会経済という人聞活動を考慮し，地域全体においてこれを提えようという疾病の地理学研

究において，今後の研究の一方向を提示していることで学問的に大きな意義があると思われる。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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